
ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　5　番 向山　章

１　創業支援について

２　人権擁護について

３　複数の自治体で取
　　り組む地方創生事
　　業について

４　高校生の皆さんに
　　事業参加を

１）町はどのような創業支援を行っているのか。支援者の
利用状況、創業につながった件数と実例は

２）窓口の設置、創業相談、企業相談員の設置、補助のほ
かに町は創業支援にどのような役割を果たすのか

３）創業支援セミナーの内容と、参加者の性別と年代、箕
　輪町の方の受講はあったか。受講者の反応や感想はどう
　だったか

４）町外の方が箕輪町で創業するために、どのような情報
提供が必要か。その方策をどのように考えるか。オープン
データの推進についてどう考えるか。進捗状況は

１）学校における同和教育の現状は

２）企業における人権学習会の状況と町の公務に携わるも
のの同和教育の現状は

１）地方創生関連事業で、広域で取り組んでいる事業はあ
るか。その事業はどのように企画し、構成市町村で調整し、
実施しているか。現在の進捗状況と町への効果は

２）県や上伊那の国際観光推進の施策はどうなっているか。
また、箕輪町はどのように考えているのか

１）箕輪町の高校生や進修高校の皆さんになにかお願いで
きるような事業を考えたらどうか

平成３０年６月議会　一般質問通告書

質問順位　1　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　2　番 大槻　金吾

１　町政について

２　道路行政について

３　環境整備について

４　公共施設について

５　観光行政について

平成３０年６月議会　一般質問通告書

質問順位　2　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

①　町長2期目への意志

①　51号線52号線の完成見通し

②　　〃　　　〃　　安全対策

③　142号線学童安全対策

④　101号線退避所の設置

⑤　役場前横断歩道へ信号機

①　国道バイパス四車線化に伴う除草対策

②　運動場周辺除草対策

①　信州みのわ花桃街道観光客動向と観光人数

①　沢保育園、園児玄関対策

②　国道バイパスへ案内看板の設置

③　図書館南庭利用

④　中学校テニス部練習場の熱中症対策

⑤　学童クラブへＷＢＧＴを



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　10　番 小出嶋　文雄

１　セーフコミュニ
　　ティー活動につ
　　いて

２　㈱みのわ振興公社
　　の経営する各施設
　　の状況について

３　地域総合活性化事
　　業交付金について

４　国際交流について

５　ＩＣＴの活用につ
　　いて

（１）セーフコミュニティー活動の地域への広がりとその活
　　　動状況について

（２）町としての活動の今後の方向について

（１）最大の出資者である箕輪町として、指定管理先でもあ
　　　るみのわ振興公社が経営する各施設等のお客様満足度
　　　について

（２）経営方法の見直しと、新しい企画について

（１）14年経過する交付金の実績効果の検証について

（２）地域住民が自主的なコミュニティー活動を進めるため
　　　の交付金としての見直しと充実について

　地域の外国人との交流と支援について

　現在のICTの活用状況（タブレット端末）とペーパーレ
ス化、住民の相談、訪問業務、現場での事務などへのタブレ
ット端末の導入の考えについて

平成３０年６月議会　一般質問通告書

質問順位　3　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　6　番 下原　甲子人

１　道路行政について

２　「にこやか号」の
　　　現況と今後

３　教育行政

４　一般行政

５　総合福祉券、
　　の取扱い現況と今
　　後の考えは

平成３０年６月議会　一般質問通告書

質問順位　4　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

１　最近中学生の登下校時の送迎車が少ないが

２　小学3～6年の外国語学習時間増加実施で他教科への影
　　響は

３　GW後の不登校生徒数の変化は

１　春日街道延伸事業の進捗状況

２　同街道歩道延伸の早期推進実現

３　街路樹の適正管理を
　　　バイパスのケヤキ木の枝切り
　　　５号線カツラ木の伐採、枝切り
　　　役場周辺の枝切りと整備を

１　梅雨期の災害対策は万全か？

２　法律無料相談の活用状況は

１　福祉券使用現況と利用、今後

１　泰成運輸による移動販売車の利用状況と反応は（満足度
　　含む）

２　経営状況と町の支援策について



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　14　番 伊藤　隆

１　道路行政について

２　地域自立型買い物弱
　　者支援事業者に補助
　　金支援をについて

３　ポイントカード事業
　　を町も共々に協力し
　　合えばについて

４　「地域振興券」
　　（プレミアム商品券）
　　を町で発行してみた
　　らについて

①　町内観光地（箕輪ダム）への道は拡張は無理だが待機
　　所を何カ所か作り対応するとのことだがその後の進捗
　　状況は。

②　旧153号線の都市計画道路はその後どのような進捗状況
　　になっているのか。

③　役場と南側にある中学校・産業支援センター・商工会
　　を結ぶ町道6号線の横断歩道の改良を。

④　町道337号線坂井第二踏切の拡張要請については前々
　　より松島区内の常会より早くしてとの強い要望がある
　　と聞いているがその後JRとの話の進捗状況はどのよう
　　になっているのか。

⑤　大出南から松島北へ深沢川を渡る通学路の改良を。

平成３０年６月議会　一般質問通告書

質問順位　5　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

　町では現在(有)泰成運輸様にこの事業を行ってもらって
いて10年目と聞いているが、車のメンテ費用やその他の経
費が増大して赤字続きだそうです。この状態だとやめざる
を得ないと言っているが何とか補助ができないものか。

　メープルカードの会員は年々多くなって現在8800名だそ
うです。役場の窓口での使用も28年度は13件でしたが昨年
は20件に増えたり、ほかのイベントの企画も増えていると
聞いております。会員の声の中に町の施設でもポイントが
貯まるように出来ないかとか、カードでの買い物や入場が
できるようにとの声が多くあるそうですが。

　町中の公共施設はもちろん、健康診断や公社の運営する
場所又町内の小売り・飲食・サービス・スタンド等すべて
の所で使用が出来る「地域振興券」を発行して町の活性化
や税増収をはかったらの提案。



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　11　番 松本　五郎

１　図書館構想

２　ながた自然公園に
　　ついて

３　自転車道路交通法
　　について

４　自転車の損害保険
　　について

１、自転車事故は「自転車対自動車」の事故が多く、自転車
　　が被害者になるが、自転車対歩行者の場合は自転車が加
　　害者になる。自転車の小学生が歩行者と正面衝突、9500
　　万円の損害賠償を命じられた例もある。いくつかの県で
　　損害保険加入を義務化にして、一人当たり1000円の掛け
　　金を行政が負担しているところもある。当町でも自転車
　　の損害保険加入の義務付けと掛け金の負担の実施を

平成３０年６月議会　一般質問通告書

質問順位　 6　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

１、新図書館構想で、5年前、住民にアンケート調査を実施し
　　ている。その後、平成27年に役場職員によるプロジェクト
　　チームが設立した。発足してから3年経過したが進捗状況
　　は

２、アンケート調査を実施しているので、住民は新図書館建
　　設の計画がどうなったかが心配。プロジェクトチームの
　　本来の目的を貫くべきでは

３、小布施町の図書館は「財源」「建設場所」新図書館の構
　　想も決まっていない０(ｾﾞﾛ)の状態で、まず行ったのは「検
　　討委員会」設立のメンバーを募集し、100人の住民が参加。
　　その中で、財源・場所・内容の3つの部会をつくり、2年
　　間の準備中に50回以上の部会を開いた。このように住民
　　の意見を率直に吸収して、反映していくような検討委員
　　会を設立していくべきでは

４、郷土博物館の老朽化が懸念されている。近隣の塩尻図書
　　館・富士見町図書館のような複合施設の考えは

１、ながた自然公園内に幼児が安心して遊べる、遊具の整っ
　　た児童公園の設立を

１、小中学生にどのように交通指導をしているか。



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　3　番 荻原　省三

１　通園通学路の整備
　　について

２　健康支援について

３　産業振興について

　①新しくできる新木下統合保育園への通園道路整備について

　②小中学校の歩道、横断歩道の整備について

平成３０年６月議会　一般質問通告書

質問順位　7　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

　健康アカデミーの充実を

　

　①食フェスの開催について

　②にこりこ一帯の現状は



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　4　番 釜屋　美春

１　防災・減災対策

２　若者・女性活躍の
　　推進について

３　子育て支援

４　超高齢化社会に向
　　けて

１）「若者活躍条例」制定の進捗は

２）女性活躍井戸端会議が掲げたアクションプランの進め方は

３）地域総合活性化事業交付金の柔軟な活用について

１）地域子育て協議会での意見に対する今後の取組みについて

２）公共施設のトイレの子ども対応について

１）高齢者・一人暮らし高齢者世帯の課題について

２）「合葬式墓地」建設についての考えは

１）今年の地震総合防災訓練について

２）「避難所開設・運用マニュアル」について

３）防災会議の女性委員の登用について

４）箕輪学で地域防災を学ぶ機会を取り入れては

平成３０年６月議会　一般質問通告書

質問順位　8　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　13　番 中澤　清明

１　女性、若者の議会
　　進出支援について

２　小中学校における
　　暑さ対策について

３　道の駅（にこりこ
　　周辺施設）につい
　　て

４　以前に質問した事
　　項のその後の状況

平成３０年６月議会　一般質問通告書

質問順位　9　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

①ながたの湯のサービス向上の検討状況

②八乙女水路橋の安全診断の取組み状況

③墓地公園管理組合再建支援の取組み状況

①現状の議員に女性が少ない、若者がいないことに関する所感

②候補者男女均等法成立を受けた町の取組み

③町村における選挙費用公費負担制度の必要性についての見解

①夏の暑さの現状把握の状況
　・教室内温度、湿度、日射など基本的調査の実施状況及び健
　　康被害等の状況
　・教師、生徒の声は

②現状における暑さ対策の実施状況
　・日射遮蔽、屋上断熱、自然通風などの状況

③冷房導入についての見解

①運営主体の検討状況
　・結論はいつごろか
　・施設別に別の運営主体とする検討の状況
　・たべりこの営業形態、運営主体の考え方



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　12　番 唐澤　敏

１　地方創生・人口減
　　少対策について

２　道路整備等について

（１）「地方創生」の取り組みについての所見

（２）まち・ひと・しごと（地方版）総合戦略の改訂について

（３）同戦略のＫＰＩ（重要業績評価指標）の見直しについて

（４）SDGS（持続可能な開発目標）の組み込みについて

（５）官民データ活用推進について

（６）デジタル化時代への対応について

（７）「地域コミュニティ活性化委員会」の設置について

（８）地域経済循環分析の実施について

（１）県道南小河内伊那松島停車場線の整備について

（２）同線における用水路側法面の状況について

（３）国道バイパスと同線や用水路との関係について

平成３０年６月議会　一般質問通告書

質問順位　10　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　9　番 唐澤　千洋

１　一般行政
　　　町長２期目出馬
　　　表明について

２　道路行政
　　　道路維持対策と
　　　管理について

３　中心市街地開発
　　計画

４　住宅行政
　　　町営住宅の早期
　　　整備について

１／２

①　人口減少対策として町営住宅の居住促進は大切な施策の一
　つである。しかし、沢、長岡、上古田住宅団地の町営住宅の
　現状はかなりの修繕が必要と若者グループの調査結果を聞く。

　　　ア、低所得者対策を含め町営住宅運営の今後の考えは。

　　　イ、既存住宅の改修計画は。

平成３０年６月議会　一般質問通告書

質問順位　11　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

①　松島仲町から本町周辺に至る都市開発については、図書館
　構想とともに浮上したものの、近時話題から遠ざかっている。
　　みのわ祭りが国道に帰ってきたことで国道のみならず周辺
　地域を含め都市基盤整備が求められる。

　　ア、中心市街地の再構築の考えは。

　　イ、公衆トイレ等の再整備の考えは。

①　町長の任期は11月であるが、今だ2期目に対する出馬の正式
　表明はない。
　　30項目にわたる自らの政策を第５次振興計画と重ねた町民
　への約束実現を果たす義務がある。
　　未来につなぐ安定町政実現の町長の決意を伺いたい。

①　この時期になると町道、農道の区別なく道路・側溝脇の雑
　草が繁茂し、路側帯を超え道路幅を狭めるなど交通の妨げに
　なっている。
　　側溝には土が溜まり機能をしていない状況も見受ける。
　　区によっては年3回期日を決めて所有耕地脇の草刈りを義務
　的に実施している区もあるが、町外者には届かない。区の領
　域等維持管理体制の明確化を図る声がある。

　　ア、道路管理に対する考えは。

　　イ、行政、区、道路愛護会、保全の会等の役割分担は。

　　ウ、寒冷地における除雪対策の考えは。



５　一般行政
　　　一般質問回答と
　　　実行状況につい
　　　て

①　一般質問に対する答弁の達成度の取組み状況・改善状況に
　ついて

２／２



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　1　番 小島　常男

１　町長１期目の自己
　　評価・課題と次期
　　への考え

２　防災対策について

３　産業振興策

４　空き家対策

５　女性活躍社会の
　　考え

・公約等（約束）に対し、実績で特に評価できるものは
　（何件、点数的には）

・残る課題は何か

・2期目の出馬考えは

平成３０年６月議会　一般質問通告書

質問順位　12　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

・避難地（避難所）などわかりやすい看板設置が必要では
　（地元にいない時の災害も考えるべき）

・消防団の在り方（予備消防組織の検討も）

・企業誘致の状況・誘致できた企業数と町外に出て行った企業
　数の状況とその業種は

・農業応援団計画、進め方は漠然としている5年かける計画で
　は、時間がかかりすぎ、出来るところから進めるべきでは

・町の強みを的確にとらえ、活かすよう重点的に進めるべきで
　は。

・解体と、補助制度の周知と実態は

・解体後の地域活性化（空洞化防止）の考えは

・女性の活躍を特に期待したいところは

・町など女性職員採用等に配慮は

・町内に女性の職場の支援策など考えは
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議席番号　8　番 浦野　正雄

１　孤独死防止対策
　　について

２　高齢者の交通事故
　　防止対策について

３　水位計の設置につ
　　いて

４　給食費の無料化に
　　ついて

　運転免許証の自主返納が進む中、公共交通機関が十分でな
い地域で、車を手放せない高齢者のために自動ブレーキや踏
み間違い抑制装置などを搭載した「先進安全自動車(ASV)」
等の普及に向けた動きが岐阜県などの自治体の中に出始めて
いる。
　高齢者の交通事故を防止するため、補助制度を導入しては
どうか。

平成３０年６月議会　一般質問通告書

（１）木下で母親が孤独死したあとに移り住んだ息子さんが、
　　本年２月に孤独死しているのが発見されるという痛ましい
　　事案が発生した。
　　　発見のきっかけは、新聞受けに配達物がたまっている
　　のを見た人が隣組の人に様子を聞き、交番に連絡して所
　　員が発見したそうである。
　　　しかし、その前に近所の人が役場へ連絡し、担当者が
　　来たにも関わらず発見できなかったそうで、住民は不信
　　感を抱いている。
　　　その時の状況はどうであったのか。

（２）今後の孤独死防止対策は。

（３）「終活」が注目される中、人生の最後に備えて「エン
　　ディングノート」を作ったり、高齢者が亡くなった後、
　　納骨など人生の締めくくりを手助けする「終活支援事業」
　　を行う自治体が増えている。
　　　高齢化、独居化が進む中、この点も考えておくべきで
　　はないか。

　国交省は6月から中小河川への水位計設置拡大を後押しす
るため、水位計のデータを一括管理して運営費の負担を軽く
するとともに、設置費を抑えるため、豪雨時のみに使う簡易
型の水位計をまとめて注文するそうである。当町でも危険性
のある河川に設置してはどうか。

件　　　名

質問順位　13　番 箕輪町議会議員　

質問の要旨

１／２

　山梨県身延町や徳島県神山町、大分県豊後高田市では、今
年度から小中学校及び保育園、幼稚園の給食費を無料化する
そうである。
　神山町長は「少子化や人口流出に歯止めをかけるため、若
者世代に手厚い施策を採ることにした。」と語っているが、
給食費未納者との不公平感是正のためにも無償化を検討して
はどうか。



５　英語力の向上につ
　　いて

（１）全国の公立中学生のうち、政府が示す英語力の水準
　　（英検3級相当以上）に達した生徒は全国平均40.7％で、
　　2017年中に50％とした目標に届かなかったそうである。
　　　長野県は37.0％と下位に甘んじているが、箕輪中生徒
　　の水準達成率は。

（２）文科省は英語担当教員について、「英検準1級以上」
　　の英語力を示す資格を持つ教員の割合を調査した結果、
　　中学で33.6％と、これも政府目標の50％には届かなかっ
　　たそうである。箕輪中の場合はどうか。

（３）21年度から実施される中学校の新学習指導要領で「授
　　業を実際のコミュニケーションの場面とするため、授業
　　は英語で行うことを基本とする。」と定めているが、生
　　徒や教員は対応できると思うか。

（４）英語教育に力を注いでいる栃木県の芳賀町では、今年
　　度から小学6年生を対象に聞く・話す・読む・書くの4技
　　能検定を取り入れるとともに、外国語活動の時間を5、6
　　年生で70時間、3、4年生で35時間に増やすそうである。
　　　当町ではどのように考えているか。

２／２
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